
- 49 - 

 

 

○ 工事経歴書  

 

申請書類に添付しています記載要領を参考に作成してください。 

※工事は、契約・注文ごとに記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同企業体（ＪＶ）として行っ

た工事には「ＪＶ」と記入 

各工事現場に配置された配置技術者に

ついて、該当する欄にレ印を記入 

ページごとの完成工事の件数及び請負代金の額

の合計を記入（未成工事は合算しないこと） 

なお、工事進行基準を採用している場合は、当該

工事進行基準を適用される完成工事の金額を合計

する 

当該業種に係る当該年度分の最終ページに、全ての完成工

事の件数及び請負代金の額の合計を記入 

（未成工事は合算しないこと） 

なお、工事進行基準を採用している場合は、当該工事進行

基準を適用される完成工事の金額を合計する 

正式な工事名を記載したもの（決算変更届とは別のもの）を作成してください。 

・ 共同企業体（ＪＶ）として工事を行った場合は、共同企業体全体の請負金額に出資の割合を乗じた額又は分担し

た工事の額を記入 

・ 工事進行基準を採用している場合は、当該工事進行基準を適用される完成工事について、会社が顧客との契約に

基づく義務の履行の状況に応じて当該契約から生ずる収益を認識する場合には、当該契約に係る完成工事につい

て、その完成工事高を（ ）書きで付記 

建設工事の種類は、51～53ページを

参考に記入 

 

○ 技術職員名簿に記載のない者を配置技術者としている場合 

・ 技術職員名簿に記載のない者を配置技術者としている場合は、その者の在籍状況を確認するため、別途

資料を提出して頂く場合があります。 

・ 配置技術者については、近畿地方整備局建政部建設産業第一課が作成した「建設業法に基づく適正な施

工体制と配置技術者」（https://www.kkr.mlit.go.jp/kensei/kensetugyo/pdf/all-data_R0509.pdf）をご

覧ください。 

○ 分割又は重複計上の禁止 

・ 一つの請負工事に係る建設工事の完成高を２つ以上の種類に分割又は重複計上することはできません。 

※業種追加等で前回受審していない業種を受審する場合も、新たに受審する業種の工事経歴書(当期及び前期

工事進行基準の場合 

○○，○○○千円  ←全期分 

(○○，○○○千円) ←今期分 

下の空いた行に海外工事の記載及びその契約書等 1件分

の提出が必要  

記載：工事名…○○(国名)住宅新築工事、他 2件 金額：

全ての合計 ※海外工事がある場合のみ 


